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落
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は
じ
め
に

歴
史
地
理
学
が
対
象
と
す
る
歴
史
地
理
的
事
象
は
、
そ
の
当
時
の
人
々
が
自
然
的
・
社
会
的
環
境
の
な
か
で
、
地
表
面
に
対
し
て
働
き

か
け
た
結
果
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
人
々
の
地
表
面
へ
の
働
き
か
け
は
、
そ
の
人
々
の
価
値
体
系
あ
る
い
は
世
界
観
に
基
づ
く
行

動
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

ダ
ウ
γ
ズ

(
H
W
B

冨
-
U
0
4司
5
0
w

一
九
七
O
、
八
五
頁
)
の
提
示
し
た
地
理
的
空
間
認
知
の
概
念
図
は
、
こ
の
よ
う
な
観
点
に
対
し
多

大
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
概
念
図
の
基
本
的
論
理
は
、
人
聞
を
意
志
決
定
者

2
2
2目。ロ
B
品
目
る
と
し
て
と
ら
え
、
行
動
を
実

人
聞
を
一
ブ
ラ
ッ
ク
H
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
ホ
ワ
イ

在
世
界
(
阿
川
白
色
司
O
H
E
)

の
イ
メ
ー
ジ
の
作
用
と
み
る
考
え
方
で
あ
る

-T)O
つ
ま
り
、

ト

H
ボ
ッ
ク
ス
に
転
換
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
ダ
ウ
ン
ズ
の
概
念
図
は
、
時
間
的
社
会
的
要
素
が
必
ず
し
も

明
確
で
な
い
と
こ
ろ
に
欠
点
が
あ
る
。

ダ
ウ
ン
ズ
の
概
念
図
に
お
け
る
時
間
的
要
素
の
欠
落
は
、
時
間
と
空
間
の
二
つ
の
軸
の
な
か
で
事
象
を
分
析
・
考
察
す
る
歴
史
地
理
学
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に
、
こ
の
概
念
図
を
直
接
借
用
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
ダ
ウ
ン
ズ
の
弱
点
を
補
充
す
る
も
の
と
し
て
、
歴
史
心

理
学
の
分
野
に
お
い
て
興
味
あ
る
概
念
、
す
な
わ
ち
バ
ル
ブ
l
(
N
・
回
向
ゲ

F

一
九
六

O
、

一
四

1
一
五
頁
)
の
歴
史
に
お
け
る
「
心

理
・
社
会
的
サ
イ
ク
ル
(
司
4
n
r
。・8
n
E
口

uB-2〉
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

バ
ル
ブ
I
の
ζ

の
概
念
は
、
歴
史
的
環
境
(
外
的
条
件
)
と
人
間
集
団
の
認
知
と
の
相
互
作
用
に
お
い
て
歴
史
心
理
(
特
定
の
精
神
〉

が
形
成
さ
れ
、
そ
の
歴
史
心
理
に
よ
る
人
間
の
行
動
に
よ
っ
て
社
会
が
改
変
さ
れ
、
こ
の
改
変
さ
れ
た
歴
史
的
環
境
に
よ
っ
て
新
し
い
歴

バ
ル
ブ
l
の
概
念
は
歴
史
的
環
境
と
歴
史
心
理
と
の
相
互
作
用
に

史
心
理
が
形
成
さ
れ
る
と
す
る
見
方
で
あ
る
ハ
2
V

簡
潔
に
い
え
ば
、

お
け
る
螺
旋
状
の
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
る
。

ダ
ウ
ン
ズ
の
地
理
的
空
間
認
知
の
概
念
と
バ
ル
ブ
l
の
「
心
理
・
社
会
的
サ
イ
ク
ル
」
の
概
念
と
を
結
合
す
る
と
、
図
一
の
よ
う
な
歴

史
地
理
学
の
分
野
で
利
用
可
能
な
概
念
図
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
概
念
図
に
お
い
て
実
在
世
界
と
し
て
示
さ
れ
た
環
境
に
は
、
自
然
的
環

境
と
と
も
に
社
会
的
環
境
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
実
在
世
界
は
あ
る
「
時
の
断
面
」
で
復
原
さ
れ
た
環
境
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。

実
在
世
界
か
ら
は
、
ど
の
人
間
集
団
に
対
し
て
も
平
等
の
情
報
が
発
せ
ら
れ
、
客
観
的
情
報
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
感
覚
器
官
を

通
っ
た
情
報
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
色
づ
け
ら
れ
た
主
観
的
情
報
で
あ
る
。
主
観
的
情
報
は
、
既
存
の
価
値
体
系
に
基
づ
い
て
イ
メ
ー
ジ
化

さ
れ
、
実
在
世
界
へ
働
き
か
け
る
行
動
と
し
て
具
現
化
さ
れ
る
。

あ
る
人
間
集
団
に
対
し
て
影
響
の
大
き
い
他
の
人
間
集
団
は
、
社
会
的
環
境
を
含
む
実
在
世
界
の
な
か
か
ら
取
り
出
し
、

お
の
お
の
の

人
間
集
団
を
対
置
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
人
間
集
団
の
相
互
作
用
は
、
「
影
響
」
と
し
て
提
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(
図
一
)
。

集
落
の
形
成
と
そ
の
変
容
と
い
う
問
題
も
、

」
の
よ
う
な
観
点
か
ら
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

7vo
本
研
究
は
こ
の
観
点
に
立
つ
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て
、
武
蔵
国
佃
島
(
現
在
、
東
京
都
中
央
区
佃
一
丁
目
)
を
事
例
と
し
て
集
落
の
形
成
と
そ
の
変
容
を
、
人
間
の
集
団
の
空
間
認
知
か
ら

解
釈
し
た
も
の
で
あ
る
。
佃
島
は
、
天
正
年
間
(
一
五
七
三

1
↓
五
九
一
)
か
ら
慶
長
年
間
〈
一
五
九
六

1
ヱ
ハ
一
白

V
の
近
世
初
頭
に
、

摂
津
国
佃
村
(
現
在
、
大
阪
府
西
淀
川
区
佃
〉
と
同
国
大
和
田
村
!
ハ
現
在
、
同
府
同
区
大
和
田
〉
か
ら
移
動
し
て
き
た
漁
民
に
よ
っ
て
、

正
保
元
年
(
一
六
四
四
)
に
形
成
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
ハ
4
〉

O

佃
島
に
お
け
る
集
落
形
態
の
変
化

け

形
成
期
の
集
落
形
態

近
世
初
頭
に
移
動
し
て
き
た
佃
村
、
大
和
田
村
の
漁
民
は
、
正
保
元
年
に
隅
田
川
河
口
の
干
潟
地
に
集
落
を
形
成
し
た
。
こ
れ
に
関
し

て
は
次
の
資
料
が
あ
る
。

一
、
寛
永
年
中
迄
は
石
川
大
隅
守
様
御
屋
敷
之
内
ニ
罷
在
侯
処
、
御
武
家
方
御
屋
鋪
之
内
ニ
町
人
罷
在
候
義
、
御
法
度
之
御
触
御
座
侯
付
、
漁
師
共
迷

惑
之
段
御
訴
認
奉
申
上
候
処
、
松
平
伊
豆
守
様
・
阿
部
豊
後
守
様
・
安
藤
右
京
亮
様
・
松
平
出
雲
守
様
・
神
尾
備
前
守
様
・
朝
倉
岩
見
守
様
御
立
会
ニ

而
、
漁
師
共
屑
屋
敷
鉄
砲
洲
干
潟
百
間
四
方
、
於
御
評
定
所
拝
領
、
正
保
元
申
年
二
月
、
普
請
出
来
仕
候
後
佃
島
与
号
、
絵
図
面
木
原
勘
右
衛
門
殿

ハ

ロ

カ

)

(

ロ

カ

〉

江
納
、
右
地
面
三
拾
五
聞
は
九
左
衛
門
所
持
、
社
地
八
問
江
、
支
配
人
役
地
五
間
江
、
相
残
地
面
三
拾
壱
ニ
割
、
四
間
壱
尺
ツ
L

手
下
之
漁
師
共
へ
相

渡
、
納
家
家
地
-
一
仕
、
支
配
人
は
九
左
衛
門
手
代
伊
兵
衛
与
申
者
一
一
為
致
置
候
処
、
慶
安
弐
丑
年
三
月
、
町
儀
例
式
相
定
、
家
主
三
拾
壱
人
惣
漁
師
共

之
連
印
証
文
、
九
左
衛
門
・
入
右
衛
門
両
人
宛
名
ニ
書
置
取
置
候
、
其
後
佃
村
2
手
下
之
漁
師
追
々
罷
下
リ
、
多
分
ニ
相
成
候
事
〈
5
〉

こ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
移
動
し
て
き
た
漁
民
は
、
当
時
船
奉
行
御
船
手
役
で
あ
っ
た
石
川
八
左
衛
門
正
次
〈
6
u
の
屋
敷
地
に
居
住
し
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
武
士
と
町
人
の
居
住
分
離
に
よ
り
幕
府
か
ら
佃
島
を
拝
領
し
、
集
落
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
。

集
落
形
成
時
の
屋
敷
地
割
は
、
周
口
三
五
聞
の
屋
敷
地
を
九
左
衛
門
が
所
有
し
、
社
地
に
周
口
八
周
分
、
支
配
人
の
屋
敷
地
と
し
て
周
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35 

口
五
間
分
を
と
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
残
っ
た
屋
敷
地
を
間
口

四
間
一
尺
の
=
二
筆
に
平
等
割

り
と
し
、
漁
民
に
分
割
し
て
い

る。
集
落
形
成
時
に
町
方
地
割
常

役
人
で
あ
っ
た
木
原
勘
右
衛

佃島における集落形成時の集落形態

門
(

7

)

に
提
出
し
た
と
さ
れ
る

絵
図
は
、
ま
だ
発
見
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
宝
永
七
年
(

七一

O
)
二
月
二
三
日
の
「
町

中
泊
券
絵
図
並
町
入
用
御
改
絵

図
帳
面
差
上
候
様
被
仰
渡
候
」

門

8
〉
と
い
う
町
触
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
泊
券

図 2

絵
図
が
現
存
し
て
い
る
(
図

二
)
。
こ
の
絵
図
に
は
、

道
幅
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主
名
、
家
守
名
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。

や
渡
し
場
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
一
二
五
筆
の
屋
敷
地
の
す
べ
て
に
つ
い
て
間
口
、
奥
行
、
坪
数
、
売
券
金
金
額
、
小
間
高
、
地

こ
の
絵
図
は
、
集
落
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
六

O
年
あ
ま
り
後
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
、
集
落
形
成
時
の
集
落
形
態
を
復
原
す
る
た
め
に

40 

39 

••• 
-
E

・・-----

J

・
•.... ----

•••• 
・・・，...
... 

••• 
i--------

-------J-

道
幅
三
間

2 

. 
' . 

. 

::l道
]幅
一七
::::1筒
J {旦
::1 ~.可

J岸
:::1北
;'1 ./、. 
. . 

14 

13. 

4 

5 

23 

は
既
出
の
正
保

元
年
の
屋
敷
地

割
と
照
合
す
る

こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
九
左
衛

佃島における集落形態(文化5年)

門
が
所
有
し
た

間
口
三
五
聞
の

屋
敷
地
は
、
図

一
一
の
一
番

l
一二

番
の
屋
敷
地
を

合
せ
た
間
口
三

六
聞
に
ほ
ぼ

図 3

致
す
る
。
こ
の

三
筆
の
宝
永
七



年
に
お
け
る
所
有
者
は
、
九
左
衛
門
、
孫
右
衛
門
、
八
右
衛
門
で
あ
る
〈
表
一
〉
。

孫
右
衛
門
は
九
左
衛
門
の
兄
で
あ
り
す
Y

八
右
衛
門

間
口
八
聞
の
社
地
は
、
図
二
の
住
吉
社
地
で
あ
る
白
〉
O

も
居
住
地
が
孫
右
衛
門
、
九
左
衛
門
と
同
じ
摂
津
国
佃
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
彼
ら
と
血
縁
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

間
口
の
間
数
が
同
一
で
あ
る
点
か
ら
、
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27 
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4 

支
配
人
の
間
口
五
聞
の
屋
敷
地
は
、

26 

図
二
の
五
番

t
九
番
の
屋
敷
地
に
相
当
す
る
。

ま

た
、
漁
民
が
平
等
分
割
し
た
一
一
一
一
筆
の
屋
敷
地
に
つ

い
て
は
、

一
三
番

l
三
三
番
の
一
一
一
筆
の
屋
敷
地
が

す
べ
て
間
口
四
聞
で
あ
り
、

一
O
番

1
一
一
一
番
、
=
一

四
番
お
よ
び
三
五
番
の
屋
敷
地
が
後
に
合
筆
さ
れ
た

佃島における集落形態(明治5年)

と
す
れ
ば
合
計
三
二
筆
と
な
り
、

ほ
ぼ
屋
敷
地
数
が

一
致
す
る
。

」
の
よ
う
に
宝
永
七
年
に
お
け
る
集
落
形
態
は
、

正
保
元
年
の
集
落
形
態
を
残
し
て
い
る
と
い
え
る
。

。集
落
形
態
の
変
化

宝
永
七
年
以
後
の
集
落
形
態
を
一
不
す
絵
図
と
し
て

延
享
元
年
(
一
七
四
四
〉
の

「
佃
島
泊
券
絵
図
」
(
U
)

図 4

が
あ
る
。
こ
の
絵
図
は
、
「
正
徳
年
中
差
出
候
町
々

泊
券
絵
図
、
年
久
敷
儀
-
一
て
損
候
問
、
此
度
右
絵
図



g 表 1近世佃島における屋敷地の所有形態(宝永7年)。3

地番|所有者'-1.民主地|関口|奥行|面積r;-瓦|小間※あたりの地価| 家 守

1 九左衛門 摂外|佃村 12問 20間 240坪 120両分 10両分 平左衛門

2 孫右衛門 向上 12 20 240 120 10 向上

3 八右衛門 向上 12 20 240 132 11 向上

4 忠兵衛 12 20 200 110 11 字右衛門

5 孫 /¥ 舟松町2丁目 5 20 100 50 10 弥次右衛門

6 作兵衛 本小田原町 5 20 100 50 10 清兵衛

7 忠次衛門 本小田原町 5 20 100 50 10 六左衛門

8 伝兵衛 町 5 20 100 50 10 甚左衛門

9 i官兵衛 5 20 100 45 9 加宿衛門

10 忠兵衛 舟松町2丁目 8 20 160 72 9 六左衛門

11 彦左衛門 南八丁堀5丁目 8 20 160 52 6 2 六兵衛，権兵衛

12 忠兵衛 9 20 18.0 58 2 6 2 

13 善太郎 武川、|清沢村 4 20 80 25 6 1 善次郎

14 平右衛門 4 20 .80 25 6 1 

15 右衛門 本小田原町 4 20 80 25 6 1 四郎兵衛

16 理兵衛 4 20 80 25 6 1 茂兵衛

17 吉右衛門 4 20 80 25 6 1 

18 善兵衛 4 20 80 25 6 1 五兵衛

19 善右衛門 本小田原町 4 20 80 25 6 1 長兵衛

20 覚兵衛 4 20 80 25 6 1 善兵衛

21 庄兵衛 4 20 80 25 6 1 庄五郎



22 宇右衛門 4 20 80 25 6 1 伝右衛門

23 十兵衛 南伝馬町 4 20 80 25 6 1 長五郎

24 庄兵衛 4 20 80 29 5 

25 清兵衛 4 20 80 20 5 

26 七兵衛 南茅場町 4 20 80 20 5 八兵衛

27 治兵衛 本小田原町 4 20 80 20 5 五左衛門

28 張郎兵衛 南茅場町 4 20 80 20 5 庄左衛門

29 忠兵衛 本小田原町 4 20 80 20 5 ヨ王郎兵衛

30 市郎兵衛 本小田原町 4 20 90 20 5 藤兵衛

31 長右衛門 4 20 80 20 5 

32 張兵衛 本小田原町 4 20 80 20 5 久兵衛

33 甚右衛門 4 20 80 20 5 

34 七兵衛 8 20 160 40 5 次右衛門，檀右衛門

35 善兵衛 南小田原町 12 20 320 370※※ 22 2 四郎兵衛

佃島絵図(金子為雄氏所蔵)により作成。

※小聞は，関口 1間奥行20聞の20坪を示す。

※※間口:8間奥行/10間の80坪(蔵地)を加える。
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表 2 佃島における職業構成(明治2年)

地番| 地主の職業 |戸数|魚商人|漁師l棒手振|炭薪商|鍛治験|その他
1 ... 24戸 5戸 11戸 一戸 一戸 3戸 5戸

2 r邑~ 司 7 3 2 2 

3 宮 司 7 1 6 

4 ... 

5 質 屋 10 1 8 1 

6 魚商人 7 3 3 1 

7 春米商 8 5 3 

8 質 屋 5 1 3 1 

9 質 屋 10 9 1 

10 漁 師 7 7 

11 漁 師 6 3 2 1 

12 魚商人 5 1 2 1 1 

13 魚商人 3 1 1 1 

14 魚商人 4 4 

15 質 屋 4 4 

16 魚商人 3 1 1 1 

17 魚商人 6 1 4 1 

18 船大工

19 船大工

20 質 屋 5 4 1 

21 質 屋 5 1 4 

22 ... 2 2 

23 ... 1 1 

24 魚商人 2 2 

25 漁 師 4 3 1 

26 魚商人 4 4 

27 魚商人 2 2 



近世武蔵国佃島における集落の変容と空間認知

28 魚商人 5 2 1 1 1 

29 魚商人 6 1 5 

30 魚商人 2 2 

31 質 屋 2 2 

32 魚商人 4 1 3 

33 質 屋 3 1 2 

34 ... 3 2 1 

35 漁 師 3 3 

36 質 屋 3 1 2 

37 質 屋 4 3 1 

38 質 屋 10 8 2 

39 質 屋 3 2 1 

40 質 屋 4 1 3 

41 漁 師 6 6 

42 魚商人 6 4 1 1 

43 質 屋 4 3 1 

44 質 屋 9 1 5 1 2 

45 魚商人 15 11 1 3 

46 魚商人 11 1 5 1 4 

A 
日 28 |出 I20 I 160 I 28 I 3 I 5 I 
「七番組佃島戸簿J(中央区京橋図書館所蔵)により作成(地番は図4に同じ)
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こ
の
よ
う
に
佃
島
に
お
け
る
集

落
形
態
は
、
中
央
部
の
東
寄
り
に

水
路
を
備
け
、
北
東
部
分
を
船
置

場
と
し
た
三
列
の
屋
敷
地
を
配
し

た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
化
五
年

以
降
船
置
場
が
埋
立
て
ら
れ
屋
敷

地
に
変
化
し
て
い
た
。

佃
島
に
お
け
る
職
業

構
成
と
土
地
所
有

け

職
業
構
成

正
保
元
年
に
集
落
が
形
成
さ
れ

た
こ
ろ
の
佃
島
に
お
け
る
職
業
構

成
は
、
屋
敷
地
の
二
二
が
漁
民
に

よ
っ
て
所
有
さ
れ
、
前
出
の
資
料

に
も
「
其
後
佃
村
ぷ
手
下
之
漁
師

追
々
罷
下
り
、
多
分
ニ
相
成
候
」
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と
あ
り
大
部
分
の
住
民
が
漁
民
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
宝
永
七
年
に
お
け
る
屋
敷
地
所
有
者
の
居
住
地
は
本
小
田
原
町
が
多

く
、
魚
問
屋
を
職
業
と
す
る
者
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
(
表
一
〉
。
こ
の
よ
う
に
集
落
形
成
時
に
お
け
る
佃
島
の
職
業
構
成
は
、
漁
民
や
魚
問

屋
な
ど
漁
業
に
関
連
す
る
職
業
の
者
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
職
業
構
成
の
変
化
を
明
治
二
年
(
一
八
六
九
〉
で
み
る
と
表
こ
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
魚
商
人
二

O
戸
、
漁
民
一

六
O
戸
、
棒
手
振
二
八
戸
と
漁
業
に
関
連
す
る
職
業
が
八
五
%
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
炭
薪
商
、
鍛
冶
職
、
質
屋
、
春
米
商
な
ど
の

職
業
も
存
在
し
た
。
と
く
に
、
屋
敷
地
の
所
有
者
に
お
い
て
は
、
魚
商
人
の
ほ
か
質
屋
を
営
む
者
が
多
い
。

土
地
所
有

佃
島
の
集
落
形
成
時
の
土
地
所
有
者
は
、
九
左
衛
門
が
間
口
三
五
聞
の
比
較
的
大
き
い
屋
敷
地
を
所
有
し
て
い
た
以
外
は
、
四
間
あ
る

tコ
い
は
五
聞
の
間
口
の
屋
敷
地
を
一
筆
ず
つ
平
等
に
所
有
し
て
い
た
(
表
一
)
。

し
か
し
、
明
治
二
年
に
お
い
て
は
、
魚
商
人
の
善
右
衛
門
が
一

O
筆
(
表
二
の
一
二
、

四

一六、

一
七
、
二
四
、
二
八
、
二
九
、

三
二
、
四
五
、
四
六
番
)
、
岩
太
郎
が
三
筆
(
二
二
、
二
六
、
二
七
番
)
を
所
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
質
屋
を
営
む
宇
右
衛
門
で
一
一
筆

(
五
、
八
、
九
、
二
一
、
三
一
、
三
三
、
一
二
六

1
四
O
番
)
、
長
五
郎
が
四
筆
(
一
五
、
二

O
、
四

四
四
番
U

を
所
有
し
、
土
地
所
有

の
集
中
が
み
ら
れ
る
。

四

集
落
の
変
容
と
空
間
認
知

佃
島
の
集
落
形
成
に
つ
い
て
は
、
九
左
衛
門
を
中
心
と
し
た
摂
津
田
佃
村
、
大
和
田
村
の
漁
民
の
意
志
決
定
と
と
も
に
、
そ
の
地
が
幕

府
の
拝
領
地
と
い
う
点
で
幕
府
の
意
志
決
定
も
関
与
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。



こ
こ
で
城
下
町
に
お
け
る
屋
敷
地
割
方
式
を
み
る
と
、
「
江
戸
型
」
と
「
京
型
」
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
官
三
道
路
が
直
交

し
、
そ
の
道
路
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
た
一
区
画
が
四

O
丈
の
正
方
形
と
な
る
点
は
両
者
に
共
通
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
区
画
内
の
屋
敷
地

割
に
お
い
て
は
相
異
が
あ
る
。
「
江
戸
型
」
は
四
方
の
道
路
に
面
す
る
と
こ
ろ
を
表
口
と
し
、
裏
口
は
会
所
地
に
あ
る
い
は
他
の
屋
敷
地

に
接
し
道
路
に
面
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
方
式
の
奥
行
は
一
三
丈
(
京
間
二

O
間
)
で
あ
る
。
他
方
「
京
型
」
は
、
二
一
本
の
小
路
で
四

列
の
屋
敷
地
に
分
割
さ
れ
、
屋
敷
地
は
表
口
、
e

裏
口
が
と
も
に
道
路
に
面
す
る
形
態
と
な
る
。

奥
行
は
九
丈
二
尺
五
寸
(
東
間
約
一
四

近世武蔵国佃島における集落の変容と空間認知

間
〉
と
寸
江
戸
型
」
よ
り
狭
く
な
る
。

こ
の
t

寸
江
戸
型
」
と
「
京
型
」
の
屋
敷
地
割
方
式
か
ら
佃
島
の
集
落
形
態
J

を
み
る
と
、
お
の
お
の
の
屋
敷
地
の
表
旬
と
裏
口
が
と
も
に
f

道
路
に
面
す
る
点
は
「
京
型
」
と
一
致
す
る
。
他
方
、
奥
行
、
が
す
べ
て
二

O
聞
と
な
う
て
い
る
点
は
寸
江
一
円
型
」
主
共
通
し
て
い
る
。
屋
敷

地
が
三
列
で
あ
る
点
は
、
中
央
部
の
水
路
の
幅
が
一
一
間
で
、
東
西
に
接
ず
る
道
路
が
河
岸
地
と
も
幅
七
聞
で
あ
る
こ
と
と
関
連
す
る
。

住
吉
社
地
の
西
側
に
道
路
幅
が
三
間
で
あ
り
、
幅
七
聞
の
道
路
の
う
ち
四
聞
分
は
河
岸
地
と
考
え
ら
れ
る
。
中
央
部
の
水
路
は
両
側
の
河

岸
地
を
含
め
て
一
九
聞
と
な
り
、

ほ
ぼ
屋
敷
地
の
奥
行
二

O
聞
、
六
二
致
す
る
。
す
な
わ
ち
、
佃
島
の
集
落
形
態
に
お
い
て
は
「
京
型
」
の

パ
タ
ー
ン
が
表
わ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
他
方
、
奥
行
が
二

O
間
と
あ
一
る
点
は
、
幕
府
の
町
方
政
策
に
基
づ
く
意
志
決
定
が
表
出
し
て
い

る
〈
図
五
)
。

文
化
五
年
に
北
東
部
の
船
置
場
が
屋
敷
地
に
変
化
し
た
こ
と
は
、
佃
島
の
漁
業
が
衰
退
ハ
ロ
〉
と
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。
職
業
構
成
に

お
い
て
漁
業
以
外
の
職
業
が
表
わ
れ
、
土
地
所
有
者
で
も
漁
民
層
が
平
等
に
所
有
し
て
い
た
屋
敷
地
は
、
質
屋
や
魚
商
人
に
よ
っ
て
集
中
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的
に
所
有
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
漁
業
の
衰
退
は
船
置
場
の
機
能
の
低
下
を
意
味
し
、
主
と
し
て
質
屋
な
ど
の
商
人
に

よ
っ
て
屋
敷
地
に
転
換
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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五

お
わ
り
に

近
世
佃
島
に
お
け
る
集
落
形
態
を
復
原
し
、
そ
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
こ
の
分
析
試
案
と
し
て
ダ
ウ
ン
ズ
の
モ
デ
ル
と
バ
ル
ブ

ー
に
よ
る
「
心
理
・
社
会
的
サ
イ
ク
ル
」
概
念
を
結
合
し
た
概
念
図
を
提
示
し
た
。

佃
島
の
集
落
形
態
は
、
屋
敷
地
割
に
お
い
て
は
摂
津
国
か
ら
の
移
動
漁
民
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
京
型
」
が
、
ま
た
奥
行
の
寸
法
に
あ

近世武蔵国佃島における集落の変容と空間認知

つ
て
は
幕
府
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
「
江
戸
型
」
が
復
合
し
て
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
末
に
お
け
る
船
置
場
の
屋
敷
地
へ
の
変
化

は
、
佃
島
の
漁
業
の
衰
退
に
伴
い
質
屋
な
ど
の
商
人
層
の
意
志
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

付
記
本
稿
は
、
昭
和
五
九
年
度
歴
史
地
理
学
大
会
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
を
骨
子
と
し
、
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
学
会
発
表
時
に
は
多

く
の
先
生
方
か
ら
有
益
な
御
助
言
を
頂
い
た
。
ま
た
、
葛
川
絵
図
研
究
会
の
皆
様
か
ら
も
多
く
の
御
教
一
万
を
頂
い
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
金
子
為

雄
氏
、
東
京
都
中
央
区
京
橋
図
書
館
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
以
上
記
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

註
お
よ
び
文
献

。04司ロ
3
M
P
F向・

(H由
叶
O
)

日
の
0
0四

S
u
r
-
n
白
宮
内
O
唱
。
同
口
市
宮
古
ロ

H
U白
田
仲
担
官
官
同

O
F口

r
g
白
ロ
門
出
向
戸

E
Z
H肖
D
臼
唱
団
口
付
回
目
肖

omo回
目
』
ロ

m
g向
同
世
間
】

r
U
1
N

唱
司
・
由
吋
1
1
H
O叶・

(
2
)

パ
ル
プ
i
、

z。
真
田
孝
昭
他
訳
(
一
九
七
一
〉
『
歴
史
心
理
学
』
法
政
大
学
出
版
局
三
七
八
頁
宙
R
E
w
N・
2
∞g
)
H
F
o
r
-問
自
国

O

『

回
目
印
件
。
江
向
日
目
司
由

UEHro-。
四
日
刊
円
。
ロ
向
日
ロ
ロ
℃

-NHU)

(
3
)
菊
地
〔
一
九
七
九
〉
は
、
ダ
ウ
ン
ズ
の
地
理
的
空
間
認
知
の
概
念
図
が
集
落
形
態
を
説
明
す
る
理
論
的
枠
組
と
し
て
利
用
し
う
る
こ
と
を
指
摘

L
て
い
る
。
菊
地
利
夫
(
一
九
七
九
)
行
動
歴
史
地
理
学
の
論
理
と
歴
史
心
理
歴
史
人
類
七
五
五
|
八
四
頁

(
4
)

羽
原
又
吉
(
一
.
九
五
四
)
『
日
本
漁
業
経
済
史
』
中
巻
二
岩
波
書
底
六
五
二
頁

東
京
都
内
湾
漁
業
興
亡
史
編
集
委
員
会
編
(
一
九
七
一
)
『
東
京
都
内
湾
漁
業
興
亡
史
』

佐
原
六
郎
編
(
一
九
七
二
)
『
佃
島
の
今
昔
』
雪
華
社
三
五
七
頁

(
1
)
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東
京
都
内
湾
漁
業
興
亡
史
刊
行
会

八
五
三
頁



210 

東
京
都
こ
九
七
八
)
『
佃
島
と
白
魚
漁
業
』
都
史
紀
要

(
5
)

「
佃
村
大
和
田
村
漁
師
御
由
緒
手
続
」
(
浜
口
家
所
蔵
文
書
)

に
よ
る
。

(
6
)

「
柳
蛍
補
任
」
巻
一
七
東
京
大
学
出
版
会
四
巻
二
ハ
一
頁

(
7
)

吉
原
健
一
郎
(
一
九
八

O
)
『
江
戸
の
町
役
人
』
古
川
弘
文
館

(
8
)

「
正
宝
事
録
」
一
二
五
一

(
9
)

「
佃
島
記
録
」
に
「
:
:
:
右
孫
右
衛
門
弟
九
左
衛
門
頭
取
ニ
而
:
:
:
」
と
あ
る
(
前
掲
注
(
4
)

四
七
二
頁
)
。

(
叩
)
宝
永
七
年
の
佃
島
泊
券
絵
図
に
は
間
口
、
奥
行
は
記
載
が
な
い
。
し
か
し
、
「
住
吉
神
社
由
緒
書
写
」
の
元
禄
一
二
年
二
六
九
九
)
に
お
け

る
住
吉
社
地
を
示
し
た
図
に
、
「
表
口
八
問
裏
口
六
間
三
尺
、
奥
行
弐
拾
三
間
四
尺
」
と
記
入
さ
れ
て
い
る
。

(
孔
)
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。

(
ロ
)
「
正
宝
事
録
」
『
東
京
市
史
稿
』
産
業
編
一
六
巻
三
三
五
頁
。

(
日
)
「
住
吉
神
社
由
緒
書
写
」
に
よ
れ
ば
、
享
保
一

O
年
(
一
七
二
五
)
に
住
吉
社
地
の
南
側
に
隣
接
す
る
間
口
四
問
、
奥
行
一
一
一
一
一
間
一
尺
の
屋
敷

地
が
火
除
地
と
し
て
住
吉
神
社
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
間
口
の
間
数
は
、
図
二
の
一
一
一
一
一
番
の
間
口
に
一
致
す
る
。

(
弘
)
『
御
府
内
沿
革
図
書
』
(
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
)
巻
七
に
「
文
化
五
辰
年
東
之
方
北
統
沼
地
之
場
所
埋
立
網
干
場
一
一
成
、
明
地
ニ
有
之
同
年
ぷ

当
時
之
形
有
之
」
と
あ
る
。

(
日
)
図
ニ
の
三
七
番
の
屋
敷
地
を
所
有
し
て
い
た
え
い
は
、
「
七
番
組
佃
島
戸
籍
」
(
東
京
都
中
央
区
立
京
橋
図
書
館
所
蔵
)
に
よ
れ
ば
文
政
元
年
に

所
有
し
て
い
る
。

(
時
)
矢
守
一
彦
こ
九
七
二
)
『
城
下
町
』
学
生
社
二

O
七
頁

(η)
た
と
え
ば
、
漁
船
数
で
み
る
と
享
保
五
年
(
一
七
二

O
)
に
三

O
一
般
か
ら
二
二
二
般
に
減
少
し
て
い
る
。
「
佃
島
年
代
記
」
(
東
京
の
歴
史

六
所
収
一
九
六
七
三
一
頁
)
に
よ
る
。

一
六
二

O
六
頁

た
だ
し
、
野
村
豊
こ
九
五
八
)
『
漁
村
の
研
究
』

三
省
堂

三
七
九
頁

五
六
官
具




